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１．はじめに 

我が国では，高度経済成長期の 1960年以降に多くの

橋梁が建設され，経年に伴い今後増加する腐食損傷が

懸念されている．そのため，近年では LCC を考慮した

設計や維持管理が重要な課題となっており，それぞれ

の腐食環境における構造物の適用性の評価が求められ

ている．鋼橋においては，海からの飛来塩分が腐食原

因となる損傷事例が報告されており，耐候性鋼を無塗

装で使用するための条件として，飛来塩分量および塩

分量調査を省略できる離岸距離が定められている 1)． 

また，積雪寒冷地では，冬期間の路面凍結による交

通事故を防ぐため，凍結防止剤として大量の塩化物を

路面上に散布している．この塩化物が車両通過や風な

どの影響により路面上から飛散し，鋼桁部に付着する

ことによる腐食損傷が確認されている．海塩粒子や凍

結防止剤の桁部への飛来は，気候や路面状態の影響を

受けるが，異なる飛来環境における桁部への飛来特性

に関する知見は未だ十分に得られていない． 

そこで本研究では，塩分の飛来環境が異なる地域に

おける鋼桁部への塩分量を調査し，海塩粒子と凍結防

止剤の桁部への飛来特性を把握することを目的とする． 

なお，本報告は，継続中の調査結果と既往研究 2),3)

の調査結果を用いて，桁部への飛来特性の検討を行う． 

２．既往研究と対象橋梁 

表-1 に，対象橋梁の海岸線からの距離と凍結防止剤

散布の有無を示す．A 橋は，海からの飛来塩分に関する

既往研究 2)で対象とした橋梁である．同研究の調査結果

より，海塩粒子が鋼橋桁部の各部位へ飛来する量は，

観測月により増減があるが，その比率はほぼ一定に保

たれていると報告されている． 

海岸線からの距離が遠い地点にある B 橋を対象とし

た凍結防止剤の飛散に関する先行研究 3)では, 長野市

周辺の橋梁で飛来塩分量の調査を行い，凍結防止剤の

桁部への飛来は外桁外面の下部に限られることがわか

っている．また，長野県と四国の高速道路にある橋梁

を対象とした既往研究 4)により，冬期間，乾燥あるいは

凍結状態の日が多い路線における凍結防止剤の桁部へ

の飛来量に関する調査も行われている． 

調査が継続中である北陸地域の C橋，D橋は，路面が

湿潤または路面水が融解状態の日の多い路線である．

北陸地域のような日本海沿岸部においては，海岸線か

らの距離が 20km以内の地点では海からの飛来塩分の影

響も考えられるため，C 橋と D 橋は凍結防止剤に加え，

海塩粒子が飛来する可能性がある． 

３．調査方法 

橋梁の桁部への飛来塩分量は，JIS 規格のドライガー

ゼ法により測定を行う．図-1 に塩分捕集器具の実橋へ

の設置状況，図-2 に器具の設置位置を示す．塩分捕集

器具は，塩分を含んだ空気がガーゼを通過した際に，

ガーゼに付着した塩分量を飛来量と見なすことから，

桁面から 100mm 離して設置した．凍結防止剤の散布地

域では，路面上から飛散した凍結防止剤は，外桁外面

の下部に多く飛来することから，塩分捕集器具を橋梁

の外桁外面（ウェブ下部と下フランジ上面に平行）に

設置し，海からの飛来塩分の影響を確認するため，内

桁部にも数か所，同様に設置している．この塩分捕集

器具は約 1 ヵ月ごとに交換し，回収したガーゼに付着

した塩分量を測定する． 

表-1 対象橋梁 

橋梁 地域 海からの距離(km) 凍結防止剤の散布 
A 新潟県  7.9 無 
B 長野県 60.1 有 
C 新潟県 12.8 有 
D 福井県 18.3 有 

 

 
図-1 各器具の設置状況 
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４．調査結果 

図-3 に各飛来環境での塩分量の調査結果を示す．図

中の路面上から飛散した凍結防止剤と海からの塩分が

飛来する部位は 印，海からの塩分のみが飛来する部

位は 印で示している．なお，図-3(b),(c)の黒線は外

桁外面と内桁部の塩分量のそれぞれの幾何平均である． 

海塩粒子の飛来環境（図-3(a)）では，桁内面で冬期

間に塩分量が増加しているが，凍結防止剤のみが飛来

する環境（図-3(b)）では，内桁部の飛来塩分は非常に

少ない．図-3(c)の左図の内桁部は図-3(a)と同様に，

内桁部の塩分が増加する傾向を示しているため，C橋は

海からの飛来塩分の影響が含まれていると考えられる．

海塩粒子が鋼橋桁部の各部位へ飛来する増減比率は，

図-3(a)より A橋はほぼ一定に保たれる．一方，図-3(c)

左図の外桁外面と内桁部の飛来量の比率は，冬期間に

大きくなっているように見えることから，海塩粒子の

飛来に加えて，凍結防止剤の飛来量の影響も現れてい

ると考えられる． 

一方，図-3(c)の右図は内桁部の塩分量が一定に推移

しており，海からの飛来塩分の影響がない凍結防止剤

の飛来環境下での調査結果（図-3(b)）と同じ傾向にあ

る．D橋は C橋よりも海岸線から離れた地点にあるため，

海塩粒子の影響が少なかったとみられる． 

５．おわりに 

路面上から飛散した凍結防止剤の桁部への飛来量の

調査結果は，凍結防止剤の散布量のデータと対応づけ

ることで，散布量に対する桁部への飛来量の推定が可

能である．本研究で対象とした北陸地域の高速道路に

ある橋梁は，凍結防止剤の飛散による桁部への飛来に

加え，海からの塩分の影響も確認された．このような

環境下での外桁外面への塩分の飛来特性は，凍結防止

剤の散布量に対する飛来量と，内桁部の増減比率が外

桁外面に反映していると考えられる．そのため，海塩

粒子を除いた凍結防止剤の鋼桁部への飛来量を算出す

るには，凍結防止剤を散布しない期間の桁外面と内桁

面の海塩粒子の飛来状況を調査するか，数値シミュレ

ーションによって外桁外面と内桁部における海塩粒子

の飛来比率を求める必要がある．また，凍結防止剤は

海からの飛来塩分とは異なり，路面の状態の影響を受

ける．本研究の調査結果と既往の研究結果を比較する

ことで，異なる路面状況における凍結防止剤の桁部へ

の飛来特性の把握が可能となる． 
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(a) A橋 (b) B橋 (c) C橋，D橋 

図-2 塩分捕集器具の設置位置 

 

 
(a) 海塩粒子の飛来環境 2) (b) 凍結防止剤の飛来環境 3) (c) 海塩粒子と凍結防止剤の飛来環境 

図-3 各飛来環境での塩分量の調査結果 
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